
 

 

 

 

 

 

 

「より良い環境」 
校長 山口 徹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標「学ぶ心 自主の心 思いやりの心」 

校訓「勤労 自主 誠実」 

                                   令和 6 年 12 月 17 日 

八王子市立元八王子中学校 

校長 山口 徹 

ホームページ  http://hachioji-school.ed.jp/mthtj/  

学校だより １２月号 

 校庭の木々の葉も落ち、冬本番となってきました。職員が、日々落ち葉を掃いてもまた落ちてくる状況を見てい

ると頭が下がる思いです。また、12 月に入り、例年の寒さになってきましたが、今までが暖かな気候だったためか、

この寒さが厳しく感じるとともに寒暖の差により体調を崩す生徒も多く見られるようになってきました。現段階では、イ

ンフルエンザ等の感染症に罹患する生徒も少ないですが、近隣の施設を利用している子どもたちの間で咳き込む

症状のある様子を生徒から聞くと校内でも感染症が広がる恐れもあるので、手洗いやうがい、必要に応じてマスク

の着用などを呼び掛けています。毎朝、生徒の登校時に校門であいさつをしていると、薄着で登校する生徒も見

られ少し心配をしてしまいますが、風邪のような症状（咳や鼻水が出る等）が見られないので、日々健康に気を付

け体力作りをしているのかと思いました。 

 先日、青少対の方々から校内の環境美化の提案をいただき、今月から週 1回 

（月曜日）に青少対、地域、（株）アトム精密のボランティアの方々に校内の花壇 

の手入れをしていただいています。本当に感謝しかありません。ありがとうござい 

ます。校内に花があると教職員や生徒たちの心が少し豊かになったように感じま 

した。今後は、生徒たちにも花壇の手入れをしてもらい、花がいつもあるような学 

校にしていければと思います。 

 12月の全校朝礼で、生徒たちに「SNSの使い方」と「今後の部活動」について話をしました。 

 オーストラリアでは、法律で 16 歳未満の子どもの SNS 利用が禁止になります。禁止になった理由は、子どもが

SNS 上でのいじめを苦に自殺する、詐欺や性的暴力に巻き込まれる、間違った情報を信じて拒食症や心の病に

かかってしまうなど、子どもには適切に SNS を利用する力がないということからです。Ｘ（旧ツイッター）やＴｉｋＴｏｋ

（ティックトック）、インスタグラムなどが禁止される一方、健康や教育関連のサービスにあたるとされたユーチュー

ブは禁止対象から外すそうです。日本では、SNS による名誉棄損で中学生が逮捕されました。今まで、逮捕という

ことはなかったそうです。このニュースを聞いて、どう思いましたか？ SNS の利用規制に反対と言う前に、SNS の

利用を正していかないといろいろな規制がかかります。また、軽い気持ちで個人情報や事実であるかわからない、

あるいは人から聞いたということで相手を誹謗中傷すると名誉棄損につながり損害賠償を請求されることもありま

す。人は、法の下で守られて生きています。しかし、法を守らないと罰せられます。相手の気持ちを考えられるよう

な人間になって欲しいと思います。 

今後の部活動については、八王子市として令和 9年度までに今ある部活動を「運動系ゆるやかに親しむ部」「運

動系トレーニング部」「文科系趣味的教養部」「文科系技を極める部」「特色ある部活動」「広域部活動（合同）」に

再編します。ただし、令和 6 年度時点のものです。今後、先生方の異動や児童・生徒の希望が変わってきた場合

は、変更もあります。本校の今後の部活動は、今日配布するプリントを見てください。また、4月にも話をしましたが、

現在入部している 1・2年生は、卒業するまで活動ができるように努力はしていきます。 

12 月 26日（木）から 1 月 7 日（金）まで 13日間の冬休みに入ります。生徒たちには、事故や事件に巻き込まれ

ないように指導していきますが、保護者や地域の方々の見守りもよろしくお願いいたします。 
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障害者の疑似体験を通して、高齢者や障害のある方を理解し、優しさや思いやりの心の育成とともに私たち

の住む街の環境が、全ての人に思いやりのある環境であるかを考えることを目的に、1 年生の総合的な学習の

時間で『福祉体験』に取り組みました。今回は、「車椅子」「ボッチャ」「点字」の体験を実施しました。車椅子体験

では、本校の教員が講師として生徒たちに車椅子に乗っている方が安心するためのポイントを説明した後、体

育館に段差などを設置して、実際に車椅子を押して介助の仕方を学びました。また、ボッチャ体験では、講師に

八王子市スポーツ振興課の職員の方々をお迎えし、ルールを教えていただき試合を行いました。点字体験で

は、講師に八王子市ボランティアセンターの方をお迎えし、点字についての説明をしていただいた後、自分の

名前を点字にしました。今後は、「盲導犬と生活されている方の講話」を予定しています。 

〔1年進路学習部担当〕 

    

中学生の税の作文           優秀賞 3年  「支えられているということ」     

八王子市中学校 科学コンクール  佳作  2年   「振動による水温の変化について」 

                       努力賞 2年  「リンゴの変色」 

努力賞 1年  「ダンゴムシほかく大作戦！！」 

バドミントン部        第 78回八王子市民スポーツ大会バドミントン競技大会 

ダブルス  第三位  2年  

 

 

２年生では、三多摩法律事務所の先生をお迎えして、いじめ予防授業を

行いました。弁護士という仕事について、「いじめ」は、被害者だけでなく、み

んなの「安心」「自信」「自由」を傷つけてしまう、という話がありました。また、あ

る中学校での実際のいじめの悲惨な様子も、お話してくださいました。そし

て、「いじめの四層構造」についてもわかりやすく解説もしてくださいました。本

当に中身の濃い、１時間の授業でした。これを機会に、さらに誰もが、安心し

て毎日の学校生活を送れることを願っています。      〔生活指導担当〕 
 

生徒会が主体となり、体育館開放が行われています。元八王子中学校で

は、昼休みに体育館を利用し、バスケットボールやバレーボールをすることが

大変人気です。多くの生徒が集まるので、危険があってはいけないと、生徒

会では、学年ごとに体育館を利用できる日を分けて実施しています。ボール

の管理も生徒手帳を使ってしっかりと行っています。準備等も大変ですが、よ

り快適な学校生活に向けて頑張っています。      〔生徒会担当〕  


